農業水利構造と土地利用に関する社会経済的研究 -稲作と畑作の比較を中心として- by 池上, 甲一
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2) 版本慶一「工業化社会の転換と農の論理J Ir別冊経セミ エントロビー読本
田』日本評論社. 1986、などを参照。
坂本・高山『地域農業の革新』明文書房. 1983、を参照。
森滝健一郎『現代日本の水資源問題』汐文社. 1982， pp. 17....3、を参照。
ことでは、西欧的近代合理性を、資本主義の発展の文脈の下で、経済合理性と




















Organization of the salinese Subak. E. W. Coward Jr. (Ed.). 1rrigation and 
Agricultural Development in Asi~. Cornell Univ. Press. 1980. pp.70-90)， 
8) 農業水利構造の発想は、玉城 哲『日本の社会システム』農山漁村文化協会.
1982. pp.160'"'-'204、農業水利問題研究会編『農業水利秩序の研究』御茶の水書





会編『農業土木ハンドフ'ック』丸善. 1919. pp.188，-..，191 、を参照。
Il) 佐藤武夫『水利経済論』畑地農業研究会. 1963、同『水の経済学』岩波新書.
1965、を参照。















16) 中村向司「前掲論文(1988)J p.320 0 





































































/刈耕地面揖 ， ， ?、、， ， ?， ， ?
， ， ?
， ， ? 旧而楠
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桂 1) 同地面摘は、国土庁計画・調盟周偏『人と国土別冊 第三n;:全国総合開発計画』
第l巷. 1978. p.292、を基に作成.
2) 田面積は、 1880-1903年が『日本盟業基礎統計』農林水産業生産性向上
















表 lー l 明治以前における耕地面蹟と人口の推移
年 次 耕地面積 準拠史料 人 口
千町歩 万人
800年頃(平安初期)・ 811 延暦二四年集古図 50....60 
930年頃(平安中期)日 863 和名類緊抄回積史料 640余
1450年頃(室町初期)“ 946 措芥抄 900 
1600年頃(江戸初頭)“ 1. 635 慶長=年大名帳 1. 227 























































用 水 名 掘削年代 取水源 受益地区および面積
稲毛川崎 慶長年間(1 1 C初旬) 多摩川 神奈川2000町歩
二ケ傾問水
芝原用水 慶長年間(1 1 C初旬) Ju.s竜JlI福井平野2200町歩
八ケ郷用水 寛文年間(1 1 C中旬) 高梁川 岡山平野2400町歩
葛西用水 寛永年間(1 7 C 中旬) 手IJ根 J1 埼玉東北 l万町歩
木津用水 慶安年間(1 7 C中旬) 木曽川 尾張平野4400町歩
見沼代用水 草保年間(1 8 C初旬) 利根JlI埼玉西部 l万3千町歩
江連用水 事保年間(1 8 C初旬) 鬼怒川 栃木鬼怒川左岸3千数百町歩
吉田用水 享保年間(1 8 C初旬) 鬼怒川 栃木鬼怒川右岸 1900町歩




































東 日 本 西 日 本 A仁ヨ、
ため池築造 25 281 306 
用水開削 182 2 1 1 393 








































賀・民費の合計土木質が 100万円を超えた 1875 (明治8)年以降は、国費の割



















































実数 3.286 9.278 1.247 450 3.457 17. 718 
1留 i也
割合 19 52 7 3 19 100 % 
河川擢概 実数 134 1. 177 249 55 164 1. 779 
























l868 (M. 1) 
1873 (M. 6) 
1880 (M. 13) 
1884 (M. 17) 
1890 (M. 23) 
1896 (M. 29) 
L899 (M. 32) 
1902 (M. 35) 
1903 (M. 36) 












1908 (M. 40 I水利組合法、水害子防組合法










(明治6)----85 (同 18)年に 14河川で行なわれた。
府県や市街郡村が菅理主体とされた二等河・三等河の治水は、一等河と比べると日
常生活との関係が強いために、洪水防御のための連続堤防を主な内容とする高木工法















































明治則の利水制度は、 1 876 (明治 13)年制定の区町村会法に[水利土功に関
















































明治 1"-'19年 明治20年代 明治30年代 明治40年代 合計
j棺 概 7 1 3 1 1 1 6 47 
tJj: yド 5 2 6 9 22 
庁E m 一 3 27 30 
その他 2 3 2 8 

















































て制定された、 1 9 1 9 (大正8)年の開墾助成法における開墾資金への利子補給が
指摘できる B しかし、とれは同法の性描上、限界地に適用されるものであり、既存の
農業水利構造に影響を及ぼしたとはいい難い。




用排水幹線改良事業は、 1940年までの 18年間に、 540地区で行なわれ、そ
の合計受益面積は52万haに達した。国庫補助金は、総事業費 13.517万円の
うち 6. 758万円にも達した Z61. 北海道を除く土地改良予算の投資実績は、




































し‘ついに 19 1 2 (大正1)年には、水力が火力をしのぐようになった。水力発電





























































































表 lー 7 農地改革に伴う水利施設の解放実績
貝 ~5{ 管理換 売渡し
i也.~.召. 7留i也 23.099 反 370 反 21. 497 反
水 路 1. 742 反 69 反 1. 694 反
揚排水機 103 台 4E一3、 99 台
井 戸 35 f固 l 個 34 個






















配 分 0) 万 法 団体数 構成比(%)
面積割または水量割 541 1 5. 5 
時 間 害1] 290 8. 3 
平 上 琉 カE ら 890 25. 5 
下 7荒 カE ら 1 1 4 3. 3 
常 特定地区から 100 2. 9 
そ の 他 312 9. 0 
時 順序を定めない 915 28. 0 
不 明 262 7. 5 
3十 3. 484 100 
全地区に番水する 1. 257 37. 3 
一部地区に番水する 325 9. 7 
j昌 ヰ韮 牲 田 を 壬H又f1. ~t る 59 1. 8 
新田等への配分を制限する 47 1. 4 
水 水利総代等へ一任する 582 17. 3 
他から分水を受ける 141 4. 2 
時 そ の 他 542 1 6. 1 
不 明 412 1 2. 2 
計 3. 365 100 














j可 JI I桂 湖
;~ j也 TE 制7回
取り入れ 1世 概 平均 用 水 取り入れ j謹概 平均
用 水
iU 甑 不足 t韮概 不 足
施設散 面 積 面積 面積率 施設数 面 積 面積 面積率
箇所 千ha ha 百 箇所 千ha ha Z 
北海道 1.328 220 30.0 3.3 448 14 30.2 
東北 9.066 433 47.7 26. 1 10.713 92 8.5 32.9 
北関東 2.353 149 63.3 19.4 1. 689 18 10.8 35.6 
南関東 1. 694 126 74.3 35.0 2.776 23 8.4 31. 7 
東山 1.824 79 43. 1 31. 0 2.494 9 3.6 59.1 
北陸 4. 107 264 64.2 26.3 9.061 26 2.8 44.1 
東海 7.805 194 24.8 24.6 13.634 52 3.8 43.3 
近畿 14.847 152 10.2 25. 1 88.260 114 1.3 29.1 
山陰 18.387 63 3.5 26.9 18.4L3 16 0.9 51. 2 
山陽 16. 705 126 7.5 20.9 45.971 82 1.8 51. 1 
四国 4.723 67 14.2 33.0 15.157 45 3.0 27.6 
北九州 6.679 122 18.3 28.6 8.071 52 6.4 37.2 
南九州 10.498 177 16.9 18.6 6. 773 34 5.0 25.4 














というのは、第lに、表 1-1 0のように、 77%の集落が「部落会費jを水利費
にあてており、また32%の集落が水利費と「部落会費」とを別々に徴l囚している
が、その徴岨は「部落会Jが担当しており、第2に、 「部落会費」の相当な部分(時





I也 方 集落ド 「部落会費jを使用 「部落会jが水利費を徴収(A 
農地局名 実数(B) (B)I (A) 実数 (C) (C)I (A) 
東 北 3.621 2.209 60.9 % 803 2. 1 % 
閲 東 5.021 3.112 15.1 1. 560 31. 1 
東 山 1. 626 1.446 88.9 463 28.5 
北 陸 2.251 2.169 96.1 774 34.3 
東 j毎 2.617 2.434 90.9 1. 091 40.8 
近 畿 2.522 2.334 92.5 1.109 44.0 
中 国 4.152 2.614 63.0 883 21. 3 
四 国 2.215 1. 204 52.9 555 24.4 
九 ~+I 5.099 4.453 87.3 2.028 40.0 
A 口 計 29.256 22.635 71.4 9.266 31. 1 
注 1) 農林省農地局編『日本農業と水利用~ 1960. pp.374~375 の参考資料より作
成。原資料は、農林省『昭和30年度臨時農業基本調査結果報告』である。










































































































る。 Marc81och: Les caracteres originaux l'histoire rurale francaise， 
H. Ashehough & CQ.， 1931. Os10、河野・飯沼訳『フランス農村史の基本性格』
創文社.1956 (1986 第9局1)を参照。



























































23) 水科学研究会編『前掲書jp. 120 0 









ネ土.1977. p. 132 " 
27) 農称水産省構造改善局『土地改良の全容 昭和57年度増補改訂版.!Ip.20o 




31 ) 河合大治郎「農業水利臨時調整令解説JIF耕地』第14巻 9号.1940. p.3 0 




34) 喜多村俊夫 rr与荷米」慣行地に於ける溜概水利問題の研究J!i新地理』第 l
巻 l、 2号. 1947 ( u'日本植樹水利慣行の史的研究各論編』岩波書盾. 1973、
に再録)、山本重信「小作権慣行地域における小作農民による動力漉概施設の導
入についてJ[j'伊予志談』第 135号. 1953、を参照。
35) 金沢夏樹「稲作と水平IJ近藤康男『日本の農業』毎日新聞社.1955. p.222. 
36) 堀内義隆『奈良盆地の瀧概水平IJと農村構造』奈良文化女子短期大学付属奈良文
化研究所. 1983、は「水年貢Jについての多くの事例を紹介している。







40) 玉域哲『日本の社会システム』農山漁村文化協会. 1982. p.9し
41) 川本彰『前掲書』を参照。
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表2-2 水稲の早期栽培面積 (h a) 
1953 1955 1957 1959 
関 東 4.265 29. 592 71. 241 109. 139 
東海 93 864 4. 139 8. 133 
近畿 113 788 5.296 13. 949 
I:t 国 52 232 1.907 11. 205 
四 国 5.493 5. 854 8.514 14.344 
九州 2. 283 7.056 16.231 36.229 














































[:i(12 -3 lIJ hl閣の普及と凹楠1m口のflJ係
% i日 10 





































































































































表2-3 農家率別農業集落の行事実施状況 (%) 
農業集落の農家率
平均 20%未満 20--50 50--80 80%ιUニ
集落の全戸出役 52.8 44.9 50.9 53.4 54.8 
みぞさらい
集落として管理しない 19.4 30.0 20.6 11.3 18.4 
集落の全戸出役 52.9 35.6 
道ぶしん
47.5 54.5 57.2 


































表2-4 農業用水の汚濁源類型別被害面積の推移 (ha. %) 
被害 汚濁源類型別被害面積割合
年次 被害面積
地区数 鉱山 鉱温泉 工場 都市汚水 その他 自然、汚濁
1958 304 99，164 44 10 46 
。
1965 898 126. 711 27 。54 15 2 2 
1970 1.526 194.322 16 。39 34 4 7 
1975 1. 349 151.325 13 22 59 3 2 




年 度 1 水源 2 農業用水路 Iと2の重複
1965 1 1 29 
1910 35 32 33 
1915 42 35 23 

















は、全国平時で、 「農業用排水路に流す」が37%、 「集落内の排水溝に読すJ25 

























ダ ム 6 水 泳 29 
~R 首 工 15 色 取 り 62 
揚水機場 15 遊 び 749 
水 路 1.157 歩 fr 中 250 
た め t也 266 自動車運転 170 












第一に、表 2 ー 7 のように、水源の河川依存度が噌大した。水源~Ij水田漉概面積に




















表2一7 水源別濯概面積と構1比の推移 (千ha.%) 
1 907年 1946年 1 955年 1977年
面積 メEk3 面積 害IJ メE入3 面積 害IJ ~ヨh 面 積 割 メ仁入1 
河)1・湖沼 1.811 66.3 2.221 70.1 2.365 70.6 2. 734 82.3 
r留 i也 575 20.9 575 18.1 563 16.8 476 14.3 
地下水 184 6. 7 169 5.3 134 4.0 110 3.3 
そ の他 167 6. 1 204 6.4 28B B. 7 2 0.1 






























表2-8 溜概面積規慎別の水利組織割合の推移 (%) 
1941年 1950年 19印年 1986年
水利組織の総数 21. 208 79. 459 13. 041 8.476 
5 0 h a未満 73.4 91. 3 4. 7 30.2 
5 0 '"'v 1 00 h a 12. 2 4‘2 18. 5 18. 0 
100 .. 500ha 11. 5 3. 3 26.6 34. 7 
500"-' l. OOOha 1.7 O. 7 6.2 9. 1 








































国・府県がO. 3%であるのに、湛甑面積比率は8. 1 %となっている引。
7 1 
表2-9 戦後における年平均農業水利投資額
朋 間 名 日 額 実質額
億円/年 億円/年
1946.-...5 57 526 
1956'""65 202 898 
1966"-'75 680 1. 614 
1976"-'81 1. 628 l. 859 
農~ 考 万円/年 億円/年
1906"-'25 300 70 










































































表2-1 0 水田の用排水形態~lJ面積 (千ha.%) 
9 7 5 年 983年
用排水分離 間排水兼用 問排水分騨 同日付1<~f.t問
面 植 929 2. 094 1. 292 1. 593 























































を下 km krn km 
東条川農業水利事業 1947.-..-64 22.2 22.2 一
十津川・紀の川農業水利事業 1950.-..-79 62.8 15. 5 8. 0 
愛知川農業水利事業 1965.-..-83 5. 7 13.5 27.3 
掛j 北 用 71< 事 業 1965.， 86 37.0 8.0 3. 9 
加古川西部農業水利事業 1967""' (90) 85. 1 O. 1 58. 7 
東 J市 用 水 業 1970.... (89) 78. 1 11. 5 28. 6 
南 紀 用 71< 1JI 業 1973~ (92) 5. 7 1.8 35. I 
日野川農業水利事業 1974"'-' (90) 45.2 0.8 4. 4 
注 1) 近畿農政局資料、および各事業の『事業誌』または『工事誌』による。



















































































































































































工芸 -Euコ 飼料・ 里子 菜
φーート，
果樹 陸稲 イヒ き
作物 芋類 コーン 果菜 某菜 根菜 その他
北海道 3 3 4 2 2 
東北
関東 49 19 10 3 16 13 16 18 6 
北陸 4 2 2 3 2 
東海 19 3 4 7 3 46 23 18 50 
近畿 26 2 6 4 3 3 
中国・
73 9 2 2 2 3 
四国
九什| 45 9 15 7 10 29 31 12 16 






































































































表2-14 畑地植概の実施状況 (千ha.%) 
調 査 名 年度 畑地溝概面積
全畑地面積に
占める割合
①農業センサス集落調査 1960 32 1.2 
②土地改良総合計画調査報告 1964 27 1.0 
@土地改良総合計画補足調査報告 1968 68 2.8 
④農業センサス集落調査 1970 25 l‘日
⑤畑地潅概営農システム化調査 1972 38 1.6 
@農林省構造改善局資料 1974 54 2.2 
⑦土地利用基盤整備基本調査 1976 106 4. 4 
@畑の整備拭況及び要整備量調査 1979 185 1. 1 
@第 3~土地改良長期計画 1982 250 10.3 















































































































































































会. 1984. p.55 (原資料は f農業用水実態調査J1977)。
10) 国土庁『水資源便覧 1985年版.!l p.55" 
川 水利科学研究所『農業用水合理化に関する調査研究報告書昭和 6 1年度
l出.!l19810 この調査は、農林水産省の委託を受けて、 1971年から実施されてい
る。
12) 国土庁『全国総合水資源計画一ウォータープラン2000ー.!l1987. p.26o 






16) 佐藤俊一「富良野盆地の水田整備とパイプライン工法J Ir圃場と土壌』第 223
号 • 198B 
17) 近畿農政局地域計画課の水利計画官による。
18) 寺西恒美「水田パイプラインの計画・設計JIf'圃場と土填』第 223号. 1988. 
p.38" 
19) Henri Lefebvre: ESPACE ET POLITIQUE.le droit a la ville 1. Editions 
n^thropos. 1972 Par is. ~今井成美訳『空間と政治』晶文社， 1975" 









22) 牧 隆泰 f畑地潅瓶施設と農産物増産策私案JIi耕地』第14巻 9号. 1940" 
23) 庫内義人「戦後の農業水利問題JIi農業総合研究』第四巻3号. 1974. p.23" 
24) 農林水産省構造改善局『第2次土地利用基盤整備基本調査.!I1983" 
25) 中島峰広「わが国における畑地潅概の発達J[j'学術研究地理学・歴史学・社




27) 森 昭「地域営農システムに関する研究J [j'中国農業試験場報告.!IC21号，
1976. p.53の表による(原資料は、農林省『構造改善局資料.!l1974) ， 

















































































































































































































































































































































































































間』第12巻 l号. 19660 
2 ) 玉野井芳郎『転換する経済学』東大出版会 (UP遺書).1975.p.197以下。
3) 柳田国男 rr農業用水ニ就テJ Ii'法学新報』第17巻 l号. 2号. 19070なお柳
回の農業水利論については、玉城哲「柳田国男の農業水利論J Ii現f-tJ里担、』
第 3巻 4号. 1975 ( If'風土の経済学』新評論.1976.に再録)、アジア経済研究
所『前掲書』、永田・南編著『農業水利の現代的課題』農林統計協会. 1982、を
参照。
4) 喜多村俊夫「井組の発生と用水支配権JIi'経済史研究』第2巻 l号. 1939、な
ど。喜多村の研究は、戦後の研究も含めて『日本権概水利慣行の史的研究総論
編JI1950 (第4刷. 1973)、 『同 各論編.!I1973.いずれも岩波書居、に収録さ
れている。
5) 近藤康男『日本農業経済論』浅野書庖.1942. p. 308~351 。なお、近藤がふ
れている揚水機擢i既については、竹内常行が全国的な普及状況を報告している
( r動力による擢概揚水機の地理学的研究J If'地理学評論』第 17巻 l~ 3号.
1941)。
6) 喜多村俊夫『水利研究の視角と地理学的課題JIi"地理』第 2巻12号. 1957. 
p. 7 0 
7) 龍野四郎「林野と水利権Jr農政評論』第 3巻 3号.1949.p.2 0 









論』第 3巻 3号. 1953、渡辺洋三『農業水利権の研究』東京大学出版会. 1954、
古島敏雄「水利支配と農業・農村社会関係」近藤・大谷『農地改革農村問題講
座第 l巻』河出書房. 1954、服部一馬『農業水利における共同体規制J Ii'一橋論
叢』第3巻 2号、 1955、堀内義隆「奈良盆地に於ける水利慣行と村落構造Jr人









15) 永田恵十郎『日本農業の水利構造』岩波書庖.1971. p. 15 ，-..，16. 302 0 
16) 永田恵十郎「農業構造の変動と現代農業水利の課題J r水利科学』第23巻 5
号.1979. p.570 

























































































表4-1 安曇川中下流域における土地利用の状況 (%) 
二毛作田 土 I也 水稲収穫
水田率
の割合 利用率 面積率
安曇川町 91. 2 38.3 134.0 65. 1 
1960 新旭町 95.2 31. 5 124. 1 73.6 
滋賀県 90.8 41.4 140.1 61. 1 
安曇川町 88.9 20.2 113.3 81. 0 
1965 新旭町 96.8 1.9 99.8 95.9 
滋賀県 91. 9 24.1 115.7 16.6 
安曇川町 89.2 1.4 91.4 93.3 
1910 新旭町 96.2 0.6 96.3 97.1 
滋賀県 92.4 2.0 96.3 93.1 
安曇川町 90.8 O. 1 90.9 90.5 
1980 新旭町 96.9 2.1 94.4 93.1 
滋賀県 93.4 0.5 91. 6 91. 0 
安曇川町 91.1 0.8 90.2 86.2 
1985 新旭町 97.1 2. 1 100. 1 81.1 
滋賀県 93.8 0.5 95.8 84.4 
注1) 各年次『農業センサス』による。
2) 水稲血種面積率は総収種面積に占める割合。















図4-1 安曇川中下流域における野菜の作付状況 (h a) 
30 回 90 120~O EJJ~菜合計







19851ロロムムム1日出;出口i!i.ー.ー.. -. . ~ 一一一 一・4‘ ~ ~ . -. -. . . - . . - . . -. . . - . -. •
注) 各年次『農業センサス』による。























1 1 6 
表4-2 部門別農業粗収益の割合と特化係数
部門別農業粗収益の割合 特化係数
米 野菜 畜産 米 野菜 畜産
Z Z Z 
安曇川
84.5 2.9 6.6 1. 14 0.35 0.45 
1960 中下流域
滋賀県 13.9 4.0 9.2 1. 52 0.48 0.62 
安曇川
16. 7 9.3 9.6 2.05 0.60 0.39 
1970 中下流域
滋賀県 69. 1 11. 6 1. 4 1. 86 O. 15 0.46 
安曇川
69.9 11. 1 15.2 2.41 0.84 0.49 
1980 中下涜域
滋賀県 61.3 11. 2 14.5 2.32 0.62 0.46 
安曇川
69.2 9.2 11.6 2.12 0.54 0.59 
1985 中下流域



































































1ド 酒、 広糊村 安曇村 青柳村 本庄村 新儀村 饗庭村 ，口A. 3十
安曇川井昭 234.4 465.9 152.8 197.0 209.9 1260.0 
J夫 iAt 98.5 12.0 10.0 161.1 288.2 
I留 j也 8.0 18.0 1.2 21.2 
j勇 水 1l. 0 6.0 93.2 258.0 331. 3 132.5 832.0 
余 水 55.0 122.6 13.0 8.0 85.2 283.8 
?支三3 透 水 2.0 14.4 16.4 
内j胡・揚水機 4.0 2.0 6.0 
天水田 9.4 9.4 







































































































































































































888.2 3.725 25 (l990) 
安曇川町
安曇川左岸地区農業用水補償工事 新旭町 356.0 0.225 40 1983 
県営新旭地区湛概排水事業 新旭町 394.0 1.729 27・ 1984 
団体営費庭地区m概排水事業 新旭町 87.6 0.295 43 1918 
団体宮五十川地区港概排水事業 新旭町 31. 1 0.134 1 1911 
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事 項 事 I百 自然現象
横江浜 31 26 36 5 29 1 1 
ニ尾里 55 48 50 1 1 22 8 
生 キ5 2 1 1 2 6 1 0 3 
宮前坊 20 8 23 2 9 7 
合計 133 94 1 1 5 1 8 70 29 
水質汚染 金銭で
集落名 固有名称 水の性質 そノの他 合計回答数
関 連 購入
横江浜 1 5 8 5 1 5 6 167 
一尾里 9 7 2 22 181 
生 4 1 1 4 59 
宮前坊 5 1 5 2 14 




























































用水利用 周囲の 水路への 家庭排水
集落名 用水不足 低水温 水田の 排水不良 その他
の不自由 耕作放車 ゴミ挽棄 など流入
摘i工浜 23.5 27.5 3.9 2.0 31.4 9.8 一 2.0 
三尾里 46.8 19.4 ー 9. 7 19.4 41. 9 22.6 8. 1 
生杉 26.1 21. 7 52.2 39.1 13.0 13.0 4.3 
富岡崎 13.6 22.1 4.5 31. 8 4.5 4.5 





















































































































表5-1 地域別出業粗生産額の構成と特化係数 ( 1 985年)
一 米 野菜 果実 4ヒ き 肉牛 乳用牛 うち生乳
z Z Z Z z 克 Z 
農 業 加|本市 2n. 1 10. 1 3.2 9.8 11. 7 39.5 29.7 
津名郡 26. 1 10.9 6. 7 14.2 15.5 8. 7 6.5 
祖生産額 ニ原郡 20.3 29.8 2.3 1.5 4.5 31. 4 23.4 
洲本市 0.89 0.59 0.42 4.90 2.66 4.94 4.64 
特化係数 津名郡 0.80 0.64 0.88 7.10 3.'52 1. 09 1. 02 




















溜i世の数 (A) 潅j既面積 (B) (B) / (A) 
計| 本 市 2.490 1.408 0.57 
津 名 郡 19.689 3.772 O. 19 
一 原 部 2，620 2.916 1.1 一
(うち一原町) 403 1.099 2. 73 





個あたりの平均濯甑面積はわずかにO. 3 h aにすぎない。とくに、淡路北部の津名
郡には淡路の全溜池の79%が集中しているが、その l個あたりの平均濯概面積は
Q. 2 h aにすぎない。これにたいして、三原郡の溜池l個あたりの平均濯概面積は










総集落数 i留池 河川| ダ ム ポンプ その他 水田
井戸 なし
ー
加|本市 59 36 11 9 3 
津名郡 226 207 15 2 
三原郡 183 108 23 15 23 13 
(うち=原町) 61 38 7 2 14 






水利組合 土地改良区 集 落 その他
集落数
洲本市 56 50 5 一
津名郡 225 214 9 
三原郡 170 141 13 14 2 
(うちー原町) 61 50 3 8 一

















































































































「暗溝Jは、 1 90 1 (明治34)年に旧市村の山口多吉によって考案されたと伝
えられている川。暗構の設置はまず、浅層地下水の水脈付近まで深さ6"-J7mの井
戸を掘ることから始まる。この井戸だけではわずかな用水量しか得られないので、次
1 4 5 
に底面から般射状に長さ 18mほどの側溝を複数本掘って、集水量を豊富にする。最
後に、こうして集められた地下水を、浅井戸の底から隠道または暗渠によって濯概地
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朝番(6--12時) 昼番(12--18時) 宵番(18--24時) 夜中番(日--6時)
第1日 始名太夫名 作 太 夫 名 次郎太夫名 出目(西)1 ) 
第2日 代太夫名 権助太夫名 西 )[1 南 西 )1 北
第3日 別名太夫名 庄 太 夫 名 正加太夫名 大 太 夫 名
第4日 西 JI 南 西 I1 北 治郎太夫名 藤 太 夫 名
第5日 出目(西J1 ) 次郎太夫名 作 太 夫 名 始名太夫名
第6日 治郎太夫名 H畢 太 夫 名 西 JI! :lt 西 JlI 南
第7日 大太夫名 正加太夫名 庄 太 夫 名 別名太夫名
第8日 西 I1 北 西 )1 南 権助太夫名 代 太 夫 名
第9日 作太夫名 始名太夫名 出目(西)11) 次郎太夫名
第10日 権助太夫名 代 太 夫 名 西 )[1 北 西 J 1 南
第1日 庄太夫名 別名太夫名 大 太 夫 名 正加太夫名
第12日 西 )1 南 西 )1 北 H畢 太 夫 名 治郎太夫名
第13日 次郎太夫名 出目(西 J1 ) 始名太夫名 作 太 夫 名
第14日 藤太夫名 治郎太夫名 西 ) 1 南 西 I1 北
第15日 正加太夫名 大 太 夫 名 別名太夫名 庄 太 夫 名













































1 2集落にわたっており、合計受益面積は約 16 8 ha( 1 976年現在)となってい
る17) 。だが、上田池の用水が単独で用いられるごとは少なく、各受益地域がもっ別
の水源と共同されている。
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農家数 5 戸 I 9. 3 % 
面積計 46. 1 a I 4. 0 % 
庄 1) [j上井手国主名寄帳』による。
1 2 戸
83. 0 a 
9. 4 % 










田池の場合、 198 2年の「水権」の代価は、 1 0 aあたり 11万円であった。この
水準は、農地改革前の「水権jが水田価格とほぼ等しかった頃と比べるとはるかに安



















































































面積は、 1 922 (大正 11)年にそれまでの-桁台から 30haへと急増し、以


































































































































































































































































20) 金沢夏樹『稲作の経済構造』東大出版会. 1971 (第2刷). p.214。


















































































l万円未満 1 2 4 
1万円.-..2万円 20 3 
2万円--3万円| 1 1 1 
3万円---4万円| 5 2 
4万円.-..5万円 1 2 4 
5万円....10万円| 1 0 










































当時の米価は l石あたり 3. 646円、 1 0 aあたりの平均収量は、兵庫県平均で














































































































図6-3は、 1 9 8 0年代の淡路花き作の構造を経営・技術・流通・行政の各シス
テムの連関としてとらえ、それらの機能分担組織の関係に焦点をあてて作成したもの
である。
経営シλテムは、おもに花き作農家によって担われる。 19 8 0年における花き作
農家数および全農家散にたいするその割合は、津名町で349戸、 21%、東浦町で



























































































年度 事 業 名 棟数 面積 導入場所
1972年 花きモデル産地育成事業(育苗) 2棟 529rrf 津名町中田
1974 第二次構造改善事業 10 5.000 津名町中田
1978 第二次構造改善事業 56 26.894 東浦町谷
1979 第二次構造改善事業 32 14.922 東浦町谷
1979 地域農業生産総合振買事業(育苗) 2 660 東浦町生穂
1979 農林漁業同和対策事業 24 11. 004 東浦町浦
1980 農林漁業同和対策事業 26 9. 141 津名町中田



























































































木労働の比重は高くなった。→列によると、議水労働は、 3. 3nfあたり 422時間
と、 l囚種労働についで2番目の長さであり、全労働時間の 1796を占めていた 171.











































表6-3 主要花きの品目別出荷量 ( 1.000本)
花きの品目別種類 津名 町 東浦町 淡路 島 兵庫県
施設カーネーション 17.248 21. 120 39.116 48. 100 
キク(施設+露地) 6.101 680 11.501 59.610 
1980 キンセンカ 10.080 3.465 13.545 13. 700 
ス ト ツ ク 748 510 2.244 2. 730 
な の 』ま な 2.380 620 3.000 3.000 
施設カーネーショシ 17.288 21. 924 41. 039 50.800 
キク(施設+露地) 8.694 799 22. 198 10.820 
1984 キンセンカ 6.196 1.559 7.665 1.670 
ス ト ツ ク 730 469 2.308 3.300 
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キク(1 9 8 1年)
4 カーネーション

















































































































































































































































表7-2 西部開発にたいする農家の態度 (%) 
開田目的時の態度
賛 成 反 対 計画を知らず
1 h a未満 5 O. 0 34. 6 15. 4 
1 .-2 h a 84. 0 8. 0 8. 0 
2 h a以上 80. 0 2 O. 0 一






1 h a未満 7. 8 1 9. 6 43. 1 27. 5 2. 0 
1---2ha 一 25. 9 48. 1 18. 5 1 1. 1 
2 h a以上 4. 8 38. 1 33. 3 19. 0 4. 8 
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経営規模 自 給 水稲
雑穀・
野菜 酪農- 養蚕 果樹 合計
いも類 養豚
lha未満 13 10 24 7 2 57 
1--2ha 9 10 2 4 26 
2ha以上 3 7 6 3 20 
























通水前 通水後 農 家 書立 農 家 主
播種用水 7 1 1 1 5 
植村用水 9 1 3 2 6 
干害防止 4 1 0 7 
消毒用水 54 55 3 4 
f俊 JE 1 1 9 4 2 
順位物洗浄 1 7 1 4 3 



















j可 JI 8 8 
簡易水道| 44 38 
上 水 道| 1 2 9 
スプリンクラー| 8 


















2 1 1 
む:
表7-6 今後の畑地濯甑施設の和聞方針 (%) 
積極的に利用 同程度の利用 利用しない わからない
1 h a未満 6. 5 6. 5 37. 0 5 O. 0 
1---2ha 16. 0 2 O. 0 4 Q. 0 24. 0 
2ha 以上 3 O. 0 3 O. 0 2 O. 0 2 O. 0 



















































































































































































































































































































































































6) 農林水産省構造改善局『土地改良の全容 問和61年度増補改訂版.!I• p.240 
1) この聞の経緯は、木村和広・酒井信一「伊那西部農業開発事業に関する事例的
研究 (II)J u'信州大学農学部紀要』第17巷第 l号.1980、に詳しい。
8) 伊那西部地域内 5集落、 223戸にたいして、 1 979年に実施されたアン
ケー卜調査でも同様の結果がでている(木村和広・酒井信一・折鶴明彦「伊那西
部農業開発事業に関する事倒的研究 (1lI) J jj'信州大学農学部紀要』第17巻第
l号.1980. p.82)。


































































































後砂丘がひろがり、約570haの砂丘地のうち 14 5 h a (網野町95ha、久美
浜町50h a)が畑地として利用されている。砂丘畑を用いる商品生産農業(以下、
砂丘地農業)は、網野、久美浜岡町の9集落で営まれている。
砂丘地農業を営む農家は、 1 965年の222戸から80年の 112戸へと減少し
てきている。砂丘畑の面積は、 65年の 155haから10年に 131haへ減少し
たが、 80年には 145haへと微増している。その結果、砂丘農家 l戸あたりの砂






































































l部門 2部門 3部門 合計
戸 戸 戸 戸
経 o . 3 h a未満 2 I 3 
営 o . 3 ~ 1 . 0 h a 3 3 3 9 
面 1 . 0 --2 . 0h a 5 5 
積 2 . 0~ 3 . 0 h a 3 3 
3 . 0 ~ 5 . 0 h a l 1 
販 100万円未満 4 3 l 8 
ヲτ士Er 100--300万円 l 1 2 4 
金 300---500万円 2 2 
額 50....70 万円 2 2 
700，.，.，1. 000万円 5 5 















表8-2 主要作物の作付面積と農協出荷額の推移 (10 a.万円)
チューリップ ス イ カ メ ロ ン カンショ
年度
面積 出荷額 面積 出荷額 面積 出荷額 面積 出荷額
1955 25 128 25 一 3 19 
1965 32 651 50 739 一 一 5 一
1970 65 1. 296 63 3.477 55 8 
1975 64 2.122 53 2.370 21 1.084 10 
1980 65 2.232 43 1. 701 22 1. 714 50 552 









































1 074 1 915 198 0 198 5 
lpあたり栽培面積(a) 50.0 49.2 51. 7 32.0 
1 0 aあたり収量(球) 22.859 19.910 16.911 18.383 
平均販売単価(円/球) 18.44 16.91 21. 33 19.13 
1 0 aあたり粗服益(円) 421. 405 336.669 360.699 351. 623 
ス lpあたり栽培面積(a) 48.3 48.2 47.8 31. 1 
イ 1 0 aあたり岨量(球) 3.598 4.311 4.172 4.198 
カ 平均販売単価(円/球) 135.24 103. 71 93. 12 118.61 







等 級 1974 1975 1980 
% % 
正 F品 1 5. 9 7. 9 6. 8 
2 級 27. 4 17. 5 1 9. 6 
球 3 級 21. 5 12. 7 22. 3 
外級 O. 1 2. 0 
% % 
級 12. 0 17. 5 1 6. 4 
2 級 13. 4 26. 3 23. 0 
3 ~& 9. 7 16. 0 1 1. 9 
外扱 O. 1 
総販売量(千球) 1. 486 1. 274 1. 049 
( B ) スイカ
等 級 1 974 1 975 1980 
% % 
秀 手品 2. 2 2. 9 一
優 持品 82. 7 73. 4 87. 8 
良 手投 13. 7 2 O. 0 9. 8 
外 手投 1. 3 3. 1 2. 3 
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農家 経営 1 986年の主要作付方式
借地率 団地数 農業労働力
番号 面摺 (上段前作、下段後作)
a % 男子基幹 (30代) λイfJ メロ'j t1'Jショ ザトイモ 緑肥
① 286 49 5 (50代) のど¥J↓/ 女子基幹 (50代) 閑
男子基幹 (40代) メロ2 λイカ チ1ーリヲ7 カYショ 緑肥
② 121 3 1 5 ¥、〆 ¥、/
女子基幹 (40代) チ~-IJヴ7 カYショ 休閑
男子基幹 (50代) メロy ^~カ 金Yショ 緑肥
@ 204 4 1 5 、〆、 〆¥冶↓
女子基幹 (40代) FイD 方草子ャ ニyニヲ 休閑
男子基幹 (20代) カyショ λイカ メロン h-I}.，j緑肥
④ 165 68 4 ↓/↓/↓¥ 
女子基幹 (50代) 休閑 h-I)ザ列Ji'緑肥前ショ休閑
男子基幹 (30代) メロY¥Zイ、貴 子ュー↓リザ/加シ↓ョVザトイ壬げ緑肥
⑤ 320 1 0 4 
女子基幹 (30代) タ イ J ') メロY 休閑
男子基幹 (50代) λイ;申 メロy h-リヲ7 方yショ 緑肥
@ 208 60 5 、J J 、
女子基幹 (50代} 金Yショ λイ量 メロン 休閑
男子基幹 (20代) メロy カyショ λイ;骨 h-1h1 緑肥
⑦ 249 52 4 〆¥、↓/↓/'↓〆、
女子基幹 (40代) h- 休閑 列ヨン わショ メロy 休閑
男子基幹(20代) チューリヲ7 メロ2¥， b'1寸ショ、朴イモ λイカ 緑肥
289 32 4 (50代) ↓↓↓〆
@ 女子基幹 (50代) 方yショ 1¥ウλメロ) 休 閑
男子基幹 (20代) メロi チェ-1)-，1 書Yショ 緑肥
@ 125 100 5 (50代) 〆¥ ↓¥J 
女子基幹 (50代) 予1ーリヲ7古事チャ カYショ 緑肥休閑
注1) 聞き回り調査に基づく.




































































































a a a 
トラクタ- 936 1. 135 1. 660 
ライムソワー 140 一 一
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積は、柴古・青山地区の砂丘畑 19.6haのうちの 1O. 7 h aである。残りの































時 間 農家 圃場 面積 時 間 農家 圃場 面積
Y. T 4 10 a A. M. 10.....1D寺 T. N 17 7 a 
A.M. 7.. 8時 Hi.S 7 10 
Ha.S 8 10 Y. T 10 
P. M. 1.. 2時 Y. T 16 20 
T. Y 3 18 Hi.S 7 10 
A.M. T. Y 9 4 
8.. 9時 T. Y 12 1 Y. T 4 10 
T. Y 19 12 P.M. 2--3時 H. A 10 20 
S. T 1 17 
A. M. I-L A 10 20 
9....10時 S. T 1 17 S. K 2 10 
P.M. Y. T 14 14 
H. A 10 2--3時 Y. T 15 10 
A. M.I0....1時 H. A 6 10 Y. T 18 9 
T. N 13 13 
注1) 青山潜水組合資料による。


































いていた地代水準を 10 aあたり 2万円へと統ーするひとつの条件となり、農地の貸
借を伴う集団的土地利用の阻害条件を解消したのである。
表8-7 主要作物の平均販売単価の比較 (円/kg) 
ス イ カ メ 口 ン カンショ
浜 “土 産 80 351 190 田口
1980 
京都市場 84 427 186 
浜 昌吉 産 121 391 281 
1985 







表8-8 畑地濯概の 10 aあたり作目割賦課金額の推移 (円)
青山畑地濯概組合 俵野土地改良区
スイカ メロン カンショ チェー 1)ヲ7タイ]') スイ古・メロy・カンショ 果樹
1980 2.000 2.400 2.000 100 2.000 2.400 500 
198 1 2.500 3.000 2.500 100 2.500 2.150 500 
1982 2.500 3.000 2.500 100 2.500 3.300 800 
1983 3.000 3.500 3.000 1. 000 2.600 2.550 460 
1984 3.500 3.500 3.000 1. 000 2.500 2.800 一



















































































4) 磯部俊彦「土地問題の分析課題J [j土地制度史学』第 106号. 1985、を参照。
5) この点、は、坂本慶ーが批判している地域農政特別対策事業の性格と共通してい
る(拍・坂本『戦後農政の再検討』ミネルヴァ書房. 1978. pp.344~345. 












12) 大久保隆弘『作物輸作技術論』農山i財~t文化協会 1976. pp.86 --900 










































































































職 種 世帯主 世帯主妻 曹 子 乳・母 AEコ、 言十
自営機業 38 5 1 1 4 2 105 
E睦主担主 業 1 8 1 0 5 9 42 
i魚崎 業 1 1 2 1 4 
観光業 4 3 7 
雇われ 1 4 6 1 3 34 
その他 1 3 1 1 5 






複 委主 職 業 世 '4市坦曽
単一職業世帯
準複合的職業世帯 複合的職業世帯
自営機業 35 自営機業+α 1 3 i魚業+自機+農業 2 
農 業 8 農 業+α 6 漁業+自機+雇われ 1 
i魚 業 2 i.~里 業+α 2 自機+その他 4 
観光業 4 雇われ+α 4 大工+自営 l 
雇われ 1 3 その他+α l 大工+雇われ l 
その他 6 i鼻、業+雇われ 1 
























































第一に、 1 9 1 3 (大正2)年における旧浜詰村(浜詰、塩江、磯)の職業別世帯

























米 繭 織 物 色 芸員
浜詰村 5.032 12.541 103.500 13.332 
実額 網野町 57.009 18.552 2.014.110 9.824 
竹野郡 514.686 285.011 4.684.969 95.20B 
戸 浜詰村 19.5 48.6 401. 2 51. 1 
あたり 網野町 16.6 24.9 2，781.9 13.2 





自作地 小作地 自作地 小作地
町 町 町 町
浜詰村 12 4 29 19 
網野町 18 102 19 18 













































































表8補-5 農地および山林の位置と境界に関する認識 ( %) 
位 置 I寛 界
地目
回答番号① 回答番号② 回答番号③ 回答番号① 回答番号② 回答番号@
農地 75. 6 24. 4 67. 5 32. 5 



































































a未満の極小の圃場は300もあり、全筆数の24%を占めていた。他方、 10 a 以
上の圃場は 10%にも達していなかった。開発の古い林・橘地区では、地権者72戸









l a 未満 300 254 
5 a 689 577 
5 .. 1 0 a 152 83 
1 0.... 2 0 a 57 49 
20---50a 28 26 
5 0 a以上 9 9 




























表8補一7 地目別共有地面積 (h a) 




土田 2. 2 O. 0 3 1. 8 
宅地 6. 0 O. 4 1 4. 7 
雑種地 1 1. 4 5. 1 47. 3 
原野 O. 4 O. 2 1. 0 
山林 3. 0 9 O. 0 83. 2 




































岨 入 支 出 屋敷年貢の基準
総収入 屋敷年貢 区割 合計 事業費 l等 2等 3等 4等
万円 万円 万円 万円 万円 円 円 円 円
1970 1. 017 231 226 957 491 120 110 90 60 
197 3 1. 257 575 423 984 184 180 170 140 90 
197 5 1. 553 765 498 1.544 563 220 210 180 130 
L978 1.7B5 920 620 l. 646 408 265 250 215 150 
198 0 2.073 1.053 645 1.894 287 280 265 230 160 
198 3 6.650 1.237 687 6.436 4.396 340 325 280 190 























1:Jt . Ft 
区有地管理審
区 長 議 長 年. 1 0人)
副議長 区割等差ヨ 年. 8人)
選挙管理3 年. 4人)
自治功労者等


















































































































2 8 a 
ヨ~2 節 大'11の同FI二Hijlllhjにおける水対策2) 
大qlの槻i干拓は、戦後の就業対箆と食桔1増産政策の一環として、 1946年に緊急、
食判明産計画!Iに基づく!五|営事業として決定された。以後、 10年以上の計画検討!日I日i
を経て、 571f.に iニ拓工事が山始され、 68tlミに竣工した。総事業費は約32億円で
あった。二lニ陛面倒は 1.145haであり、 216戸の入植者が l戸あたり 4haの
























2 8 9 
上記のような経緯を経て確定した第二次干拓計画の慨要を必要なかぎり列記してお






し、その合計排水量は毎秒約 12 tである e これらの排水路網ならびに排水ポンプ































































































































































れぞれ1Om (上流)--17m(下涜)、 1. 5 m (上流)---2. 5m (下流)へと
広げられたロなお、支線の幅員拡大はl本おきに実施された。第3に、暗渠排水の増
設と弾丸暗渠の併設が行なわれた。以上の3通りの方法による第二次乾田化によっ


































































月 日 朝 タ 月 日 朝 タ
7/1 2 A B 8/26 B A 
7/13 C D 8/27 D C 
7/14 E F c:t 8/28 F E 
7/1 5 G H 8/29 H G 
7/16 I J 8/30 J I 
7/17 B A 8/31 A B 
7/18 D C 9/ l C D 
7/1 9 F E 国各 9/ 2 E F 
7/20 H G 9/ 3 G H 
7/21 J I 9/ 4 I J 
7/22 A B 9/ 5 B A 
A: H. M. H. A B: S. Hi. T. A 
C: M. I. Y. A 0: K. 1. N. 1 
E: F. Z. F. M F: K. A. T. M 
G: M. O. H. K H: M. Z. N. A 




























る。 1968年に407頭であった肉牛(ホルスイタイン檀と和午を含む)は、 71 
年に2.582頭と 2. 000頭を超え、 74年には6.595頭にもなった。以





















































表9-1 農業用水に関する問題の認識 (%) 
回答番号 ① ② ③ ④ ⑤ ⑤ ⑦ ⑧ 
南部集落 35. 7 32.9 11. 4 18.6 40.0 1.4 8.6 11. 4 
西部集落 28.0 20.0 12.0 24.0 32.0 6.0 16.0 
北部集落 39.0 33.日 13.6 25.4 5.1 8.5 23. 7 

























表9-2 琵琶湖等の汚染にたいする認識 (%) 
回答番号① 回答番号② 回答番号③ 無回答
南部集落 78. 6 10.0 8. 6 2. 9 
西部集落 62. 0 18.0 14.0 6. 0 
北部集落 61. 0 15.3 18.6 5. 1 















表9-3 家帝の有1!!~による水質汚染にたいするよ官接差 (%) 
I!:~I答番号① 回答番号② 回答番号③ 71E 回答
有畜農家 71. 0 10.4 13. 7 4. 6 
無畜農家 57.8 24. 4 13.3 4. 4 
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2 ) 本節の既述は、琵琶湖干拓史編纂委員会編『琵琶湖干拓史.!1. 1980.に多くを
負っている.
3) 入植のほかに、地元増反分として 123戸、 l04haが割り当てられた。
4) 換業補償については、農業開発研修センター編『新しい士新しい人一琵琶































































































































1966 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81年
































1966 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81年
注 1) 資料は図 10-1と同じ。


































































































































表 10ー l チッソとリンの民業系負荷量(1 975年)
t並 賀 県 安曇川町
チッソ ン チッソ ン
kgl日 kg!B kg!日 kgl日
農業系合計 4.749.0 324.9 140.6 8. 1 
田 911. 1 114. 9 23.6 3.0 
内 畑・樹園地 1.113.4 69. 7 38. 8 2.4 
訳 畜 産 733.4 6. 1 25. 4 O. 7 
雨水等自然、系 1.991.1 74.2 52.8 2.0 




































図10-7と8は、この点を検討するために、 1 974年と 75年に琵琶湖を4プ
ロックに分吋て行なわれた定点観測の結果に基づく、全チッソと全リンの月別変化を
示している。図 10-7・8によると、全チッソは4月'"-'7月と冬期に2回のピーク
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5 月 6 月
←→排水
』一色 1 J< 










6 月 7 月 8 月























A 全 1) ン
o C 0 D 
，、

















田植機 品種 要素 総量 冗肥 追肥 穂肥 実肥
コシヒカリ
チッソ 9.75 3.00 2.25 3.00 1. 50 
普通 ン 14.20 12.40 0.60 0.08 0.04 
田植機
日 本詰
チッソ 10. 70 3.50 3.20 4.00 
ン 10.50 10.50 
コシヒヵザ
チッソ 7.35 3.60 3.15 
施肥 ン 11. 60 10.60 1. 00 
田植機
日 本語
チッソ 9.60 4.80 3.75 
ン 11. 80 11. 80 
注1) 安曇川町農協資料により作成。



















旧基準 1 2 6 2 。 2 2 
新基準 1 0 3 。 3 4 。
施用日
5月 1日 5月20日





















































表10-4 rABCD作戦」への関心度合 (%) 
集落名 回答番号① 回答番号② 回答番号③ 回答番号也 無回答
横江浜 7.8 11. 8 27.5 41. 2 1. 8 
二尾里 8.1 19.4 24.2 32.3 16.1 
生 8.7 17.4 26. 1 39.1 8.1 
富前坊 13.6 2. 1 21.3 31. 8 4.5 
合計 8.9 11.1 25.9 36.1 12.0 
注 1) アンケート調査に基づく。



























































4) 土木学会『琵琶湖の将来水質に関する調査報告書.!I. 1970. 
5) 琵琶湖編集委員会編『向上書.!Ip.223. 








9) 滋賀県農林部『クリーン&リサイクリング農業.!I1980. pp.11 ~1B. 
10) 冨岡昌雄「農業と琵琶湖」 琵琶湖編集委員会『前掲書.!Ip.105 0 
11) 滋賀県農林部『前掲書.!Ip.25o 
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